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?
　2006年度は、2005年度の聞き取り調査の結果から導出した知恵創出型組織の開発・デザインや
地を創出する人材の管理・育成に関するフレームワークをもとに、とくに特徴的な組織構成ない
し諸制度を有している企業を数社選び出し、その企業における実際の危機管理業務や製品開発部
署においてアクションリサv－一一一チ、参与観察を行うことが主たる活動であった。2005年度は、聞き
取り調査の結果、組織的問題認知の形成すなわち「組織の問題化（Organizational　Problematization）」
という視点やWeickらのいう不測の事態に強い「高信頼性組織」の概念が今後の研究において極
めて有効であるという感触を得るとともに、研究アプローチとして組織構成員の認知や動機など
組織のミクロ的な側面に注目することが重要であり、また組織の置かれている状況依存性を無視
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しえないことが確認できた。
　今年度の研究フェーズの特徴は、社会学、文化人類学でいうところのetic（研究者の視点）と
emic（当事者の視点）の融合を図るところにある。こうしたアプローチをとることによって、よ
り現実性が高く、理論的な精度の高い成果を期待することができる。具体的なフィールドとして、
初年度に行ったICT（lnformation　and　Communication　Technology）業界、特にネットワークサービ
スやアプリケーションサービスを提供するxSPを研究対象とし、「高信頼性組織」の観点からの調
査を行った。また、その際には前年度行ったアンケート調査の分析結果と対応させながらのいわ
ばトライアンギュレーション（三角測量）のアプローチを用いることによって、より対象の本質
に迫ることを目的とした。
　これらの調査研究の中間成果は、昨年度に引き続き、オフィス・オートメーション学会・経営情
報学会の合同大会（6月）、産業組織心理学会（9月）、組織学会年次大会統一論題（10月）にお
いて学会報告し、2007年1月には「高信頼性組織の条件」（生産性出版）を出版した。本書は、
特に研究対象であるICT業界において高い評価を受け、「日経情報ストラテジー」（2007年5月号）
等に書評が掲載されている。
　また、本件に関連してNTTラーニングシステムズ株式会社より総務省「電気通信事業分野にお
けるサイバー攻撃対応演習および調査研究に係る請負」の演習に係る調査研究の業務委託を2007
年1月よりうけ、3月には調査研究の結果をとりまとめる予定である。2007年4月からは（財）
電気通信普及財団によるICT（情報通信技術）オペレーションにおける高信頼性組織一安全性・
信頼性を確保できる組織力とは一」の奨学寄付金を受領するなど、新たな競争的資金の獲得にも
貢献している。
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